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０．はじめに
源氏物語をはじめとするiliiIT資料には、（広義の)継続表現のひとつとして、助詞連IlI形につ
く補助動詞(あるいは複合動詞後項)の「－わたる」が現れる(注１）。
(01）いとはしたなければ、「ｌｒちまじり、数ならぬ身のいささかのりIせむに、ネ''1も兄入れ数ま
へたまふべきにもあらず。Ｉ耐らむにも'１１空なり。今!」は難波に舟さしとめて、祓をだにせむ」と
て、型ぎわたりぬ“［女君は、じつにいたたまれぬ思いになられ、「あのような礁儀にまぎれこ
んで、とるにたらぬ身の自分が、少しばかりの捧げ物をしたところで、神のお｜|にもとまらず、
数のうちに入れてくれるはずもない。かといってlﾘ]ｲﾌﾞに帰るにも中途､ﾄﾞ端であるし、今1-1は難波
で舟をとめて、せめてそこで城だけでもしましょう」と言って、そちたへ漕いでいった｡］「澪
標」（注２）
(02）をやみなかI）し空のけしき、などI〕なくi(fみわた|〕て、あさりする海人どもほこらしげ
なり｡[こやみなく降っていた空模様が､あともなく澄みわたって､ｆ〔しをとる海人たちも愈女(上
がるようである｡］「Iﾘ１石」
(()3）大ｌｉｉ、例の忠しそめつること絶えぬ御癖にて、御とぶらひなどいとしげう聞こえたまふ。
1;;、わずらはしかりしことを`魁せば、御返りもうちとけて'１１１こえたまはず゜いと「１．階しと.忠しわ
たるこ［源氏の大臣は、例によっていったんお思いはじめになったことはわすれないというご性
格であるから、お兄辨いの辰『蝋など、実に頻繁にお」zげになる。宮は、以前お川りになったこと
をお思い１１{しになるので、ご返り「も、気を許して１１'し上げることはなさらない。源氏の君は、ま
ことに残念なことだといつもALlっていらっしゃる。］「朝顔」
動詞連ｌｉＩ形につく「_わたる」は、源氏物語においては概ね３種に分かれる．（01)のような
タイプは、（｢わたる」の部分が)本動i;iｌとされることもある。「わたる」が移動､!)作をあらわし、
IMi頂動詞は多くの場合様態をあらわす（このタイプを、以1､Ｔタイプ(1)」とI呼ぶ)。（02)のよう
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懸蕊了重藪
なタイプの「わたる」は前項動詞があらわす変化等の空IlIl的ひろがりをあらわす(このタイプを、
以下「タイプ②」と呼ぶ)。（03)のようなタイプが本椛で主として扱う、「わたる」が、前項動
詞のあらわす動作等の継続をあらわすタイプである（このタイプを、以下「タイプ③」と呼ぶ)。
このタイプ③の「－わたる」は、特兄のかぎり、平安時代の和文資料に比較的広く見られるよう
であるが、まずはlil的に多く、資料の均質性が比較的揃い源氏物語に絞って見ていく。
１．タイプ③の「－わたる」概略
まず、当該の、タイプ③の「－わたる」の、源氏物諦内でのありようを概観する。前項１１MJ詞の
種類、「－わたる」の大まかなアスベクチュアリテイなどを見る。
Ｌ】
本稿がタイプ③と認めた「－わたる」は93例である。以下、（04）として、その用例全てを文
節の形で、五一|･fflllijに示す。活川形・法(連体法か準体法か等の区別)等については、用例ひと
つひとつは示さないが、全般的に、特定の強い出現ﾙﾘ約は見あたらない。活用形で言えば未然
形・連用形・終Il2形・連体形．Ｕ然形はいずれも存ｲI:する。命令形については、助動詞「I)」が
(直接)後接する例がないことと、命令法に立っていないことから、現れない。これに、械極的な
意1床があるかどうかは不明である。法で言うと、今述べた命令法の例がないという以外、特に制
約はないように見える。
(04） 
言ひわたりけり
壹言ひわたれども
訪れわたる
､似うたまへわたりつつ
,似うたまへわたる
忠しわたる：７例
思ひたまへわたりつつなむ
忠ひわたらむも
忠ひわたりしを
恩ひわたりたまふ：２例
思ひわたりつるものを
忠ひわたりはべる
恩ひわたるに：２例
忠ひわたれど
llHきわたりたてまつ}〕しかど
聞きわたりつれど
聞きわたる
'1Mこえわたりたまふ
言ひわたりたまひしかど
恨みわたりたまふ
おぼえわたりはべりしも
思うたまへわたりはべりつる
恩しわたりつらむ
・息しわたるめりしを
恩ひたまへわたる
忠ひわたりし
`恩ひわたりける
`息ひわたりたまへど
恩ひわたりつれ
忠ひわたる：１０例
`恩ひｵﾌたるを
聞きわたりしを
聞きわたりたまふを
聞きわたりても
聞きｵﾌたるを
聞こえわたるを
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心寄せわたる
忍びわたりたまひける
頓めわたる
嘆きわたりたまへるに
嘆きわたりはべりしままに
悩みわたらせたまひて
悩みわたりたまひて
悩みわたりたまふは
悩みわたりて
念じわたりつれと
のたまひわたりつつ
のたまひわたりしを：２例
のたまひわたれば：２例
待ちわたりたまへ
待ちわたるべき
見開きわたりはべりき
申しわたりつるに
恋ひわたる：３例
頼みわたりはく}〕つるに
嘆きわたりたまふめれど
I嘆きわたりつるに
1嘆きわたりはべりつるに
`悩みわたらせたまふ
`脳みわたりたまふ：４例
`悩みわたりたまふを
願ひわたりし
のたまひわたり
のたまひわたる
のたまひわたる'二
のたまひわたるなり
待ちわたるに
待ちわたれ
兄たてまつりわたれど
1.2 
これらの１１j例を、前項動詞ごとにまとめると、以卜．(o5)のj、りである。
(05） 
｢言ふ」「恨む」「訪る」
段)」「頼む(下－２段)」
す」
「おぼゆ」「忠ふ」「思す」「聞く」「'1Ⅱこゆ」「心寄す」「恋ふ」「頼む(四
｢嘆く」「悩む」「願ふ」「念ず」「のたまふ」「待つ」「見開く」「見る」「申
１．３ 
（05)をみると、具体的な動き・変化をあらわす動詞が非`iilrに少なく、発話・心jHi1(｢兇る」は
知覚だが、広義の心理活動に含めた）・思考に関する動詞に、極端に偏っていることが分かる。
発話・心理・思考以外の動詞としては)iしかけ上「訪る」「悩む」ぐらいが挙げられるが、「誌る」
の用例は「便りが訪れる」「便りを送る」意であり、広義には、苑i活・心理・思考にllUわる動詞
に類したものとみることがi1J能である、
(０６）荻の菜に劣らぬほどほどに逆れわたる二いとむつかしうもあるかな、人の心はあながち
なるものなりけり、と見知りにしをりをI）も、やうやう忠ひ''１づるままに、「なほかかる筋のこ
と、人にも忠ひ放たすべきさまにとくなしたまひてよ」とて、絲習ひて読みたまふ。［荻の葉風
の音ずれにも劣らぬほど、，しきりと便りのあるのは、ほんとうにわずらわしいことよ、人の心
(懸想心)はむやみと一途なものであったなあ、と思い知らされた折々のことも、少しずつ思い出
されてくるにつれて、「やはりこうした(懸想の)筋のことを、あの人にも諦めさせるような)巳姿
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に、はやく変えてくださいますように」とにifって、（浮舟の姫君は)経を習ってお読みになるＪ
｢乎習」
また、「悩む」については、「わたる」のついた源氏物語での10例（(04)参照)は全て病気にｌｌＵ
わるものであるが、単純に「ｿIjiA(になる」というような変化動詞の意味ではなく、「病気で苦し
む」ぐらいに解釈できる例で、やはり広筏には「苦しむ」に近い心理動詞の一種ととして扱える
可能性がある（また、仮に「心理的な」状態を含意しない例があったとしても、変化動詞の)1]法
でないという点は動かない)。（注３）
1.4 
これら93の用例から、以下、「－わたる」のアスベクチュアリテイについて検討してみる。
まず、タイプ③の「－わたる」が(広義の)継続をあらわすとして、継続を大きく「進行」「結
采継続」「反復」に大別すると、411渡の「－わたる」は、「進行」「反復」をあらわし、「結采継
続」をあらわす例が見あたらない。「－わたる」の現代詔訳によく「－しつづける」が当てられ
るが、この訳も、その状況をとらえていると蘭える(心理をあらわす「おぼゆ」「心寄す」「恋ふ」
などについた例には微妙な.点があるが、少なくとも典型的な結果継続とは言えない)。ざらに細
かく見ると、発話に関する動詞に「わたる」のついた１１１例には、以下のような、反復の例が非'論
に多い。
(07）今しも驚き顔に、「いとかたはらいたきわざかな゜しかじかこそおはしましたなれ。常に
かう恨みきこえたまふを、心にかなはぬよしをのみ、いなびきこえはくれば、『みづからことわ
りも聞こえ知らせむ」とのたまひわたるなり。いかが|jlIこえ返さむ゜・・・」［(命婦は)今初め
て知ったような顔つきをして、「本当にきがもめることになりました。これこれの御力(源氏)が
お越しだそうでございます。（源氏が)`Nir々、こう（姫君が返事を下さらぬと)恨み言を[|Ｉしてい
らっしゃいますけれども、そのたびにいつも私の・存にはまいりませぬとお断り申しておりまし
たところ、「自分の口から物事の道Hl1(ﾘ)次の{'|'のこと）もお教えしましょうとと、前々から言っ
ていらっしゃるのでございます。どうご返りiIIIしましょうか。・・・」］「末摘花」
(08）姫宮思しわずらひて、弁が参れるlこのたまふ･「年ごろも、人に似ぬ御心寄せとのみのた￣ 
まひわたりしを聞きおき、今とな（)ては、よるづに残I〕なく頼みきこえて、あやしきまでにうち
とけたるを、忠ひしに連ふさまなる御心ばへのまじりて、恨みたまふめるこそわりなけ
れ・・・・」［姫宮はほとほとお困りになって、弁がおそばにまいったのでおっしゃる。「焚年、
(故父宮が)人とは違った深いお志の〃だといつもおっしゃっていたのを聞いており、この頃では
ﾉj1jお頼みＩＩＬ上げて、背通以{Zにおつき合いをするようになったのですが、こちらが思ってい
たのとは違うお気持ちも混じっていらっしゃるようで、お`恨みになっていらっしゃるようなのが
|化1つたことです。・・・］「総角」
(07)(08)いずれも、発話運動そのものの進行ではなく、「同じような内容のことをなんども司っ
ている（た)」という、反復の例である，ちなみに、苑iiiIiに関する動詞の継続表現は必然的に反
復になりやすいかというと、そうはi=『えないようで、例えば「－つづく」という形の場合は、以
246 
Hosei University Repository
源氏物語における｢－わたる｣のアスベクチュアリティ
下のように、より｣し体的な発話辿動の継続（(mib作の)進行)をあらわすことが多い。
(09））ピ君、久しくためらひて、「君の衝1徳には、うれしく面だたしきことをも、身にあまりて
並びなく胆ひはくり。・・・・・・いかなれば、かく耳に近きほどながら、かくて分かれぬらん」
と言ひつづけて、いとあはれにうちひそみたまふ。［尼君は、しばらくことばがなかったあと、
｢あなたのおかげで、うれしく潴替なことをも、身に過ぎたまたとないことと思っておりま
す。.．・・・・どういうわけで、こうしてｲ１１りもすぐ耳に入る近い)ﾘ｢に住みながら、このよう
に別れることになったのでしょう」と言いつづけて、まことにしみじみ悲しそうにして泣き顔に
なった｡］（若菜ｆ）
(09)の「言ひつづけて」は、｜ｉＩ－内容の発紺の繰り返しではなく、Ｉ淡話を長く続けて発話した
という、具体的な（－回分の)発iWi迎動の継続((動作の)進行)をあらわしている二（ｉｌ２４）
1.5 
発話動詞以外の動詞の場合には、進行の例も多い。
(10）幼き心地に、いかならんをI)と待ちわたるに、紀伊守国に下りなどして、女どちのどや
かなる夕|淵の道たどたどしげなるまぎれに、わが車にて率てたてまつる。［小君は、‐子供心にも、
どういう機会に(源氏の君を邸にお連れしたものか)と戯ちつづけていたところ、紀伊守が任IEI
に下ったりなどして、女同士がものしずかにしている時、夕闇の道がたどたどしいような感じの
頃合いにまぎれて、｜:1分の車に準せてお連れする｡］（空蝉）
(10)の「待ちわたる」のような場合、やはり反復ではなく、進行ととるべきであろう。ただし、
前項動iiiilの偏りから必､然的ではあるが、現代語の「走I)つづける」「燃えつづける」のような、
動的・｝し体的な動作・変化の進行をあらわすものは、１１J例の111に見あたらない。これが、前項助
詞の偏りだけからもたらされたものなのか、－部「－わたる」自体の特徴と見るべきなのかは現
在のところ分からないが、1.4のような現象を見ると、完全に前項動iiiilだけのせいでない可能性
が示唆される。
Ｅトキ助動詞との共起
次に、タイプ③「－わたる」の、トキ関係の助動詞との共起について見る。
2.l 
まずⅡ立つのは、「り・たり」との共起例が極めて少ないということである。９３例中、以下の
わずかl例のみである。
(11）「いかなる罪深き身にて、かかる１１tにさすらふらむｃ・・・もし'11:におはせば、御顔見
せたまへ」と仏を念じつつ、ありけむさまをだにおぼえねば、ただ親おはせましかばとばかりの
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悲しさを、｜聴きわたりたまへるに、かくざし当たりて、身のわりなきままに、・・・生ける心地
もせで行き蒜きたまへI)。［「どういう罪業の深い身ゆえに、このような遮命で世間を流浪して
いるのだろう。・・・もし(母上が)11kに生きていらっしゃるのならば、お顔を見せてください」
と（玉蕊は)御仏にお祈りをくり返しながら、生iiiの面影すらも思い出せないので、ただ親が生
きていらっしゃるのであればという悲しさを嘆きつづけていらっしゃるのであるが、このように
生きた心地もなくお着きになった｡］「玉堪」さしあたりの身がどうにもつらいので、
(１１）の例は具体的な動作の進行ではなく、反復に楓するとロされる。このHj例は「一わたる」
の用例の中で、特殊なものではないし、なぜこの例だけが「り・たり」と共起しているのかは分
からない(注５）。しかし、タイプ(2)の「－わたる」において、約60例のうち20例以上の、「I〕・
たり」との共起例が見られる(注６）ことを勘案すると、タイプ③は全体としては、「I）．たり」
と共起しにくいと言える`，その理[１１として考えられるものは、当面２つぐらいである。
理由の１つ'三1は、タイプ(I(1)の「継続」という窓|床が、「I）・たり」と重複しているということ
である。用例の解釈からも、また、尤丁助動詞「つ」との共起例(全体として、継続の終了をあ
らわす)があることなどからも、タイプ(3)「－わたる」が少なくとも広義の継続をあらわしてい
ることは間迷いないと思われる。
ただし、｜Mj題は必ずしもこれで終わらない。現代鵠の「－つづける」は、「－ている」と共起
する。平安時代(源氏物iiili)のタイプ(3)「－わたる」と「り・たり」とが共起せず、現代語の
「－つづける」と「ている」が共起しないことをlid時に整合的に説明するには、平安時代調と現
代語のアスベクトのシステムの共通点・相違点を|ﾘ]らかにしなければならず、本稿の手に負える
ものではないが、一点、鈴木1995の「メノマエ性」がタイプ③「－わたる」と「り・たり」と
の共起に関わっているiIJ能性があることを指摘しておきたいｕ
鈴木1995は、主として移動・通達勅iiiilにおいて、「I非たり」が、動作の結果、いま．ここに
縛られた、メノマエに移1Iih二1二体・移助物等が存ｲl：するという含意を持つことを明らかにした。源
氏物語の、タイプ③「－わたる」のijij攻動詞はほとんど発話・心理・思考に関わる動詞であり、
用例も（全てではないが)反復等、アクチュアリテイに欠けるものが多く、結果的に主体や対象
物がメノマエに存在するという含意を持ちうる１１１例が現れにくいのは確かである。ただし、鈴木
1995は発話・心理・思考に'11JわるⅡⅡjiiilについた「I）・たり」のメノマエ性に関する振る舞いに
ついては鮒Ｉれていない。また、源氏物0謡における「I〕・たり」の総用例数は膨大なものであり、
この問題にI則する最終的な結論は保制せざるを得ないが、いずれ検討しなければならない点であ
ることは剛述いない。
タイプ③の「－わたる」と、他のトキ助動制との共起については、既に浩干触れたが、完了
「つ」との共起例があり、「ぬ」とのjLj起例のないことが注{二1きれる。継続表現の場合、「つ」が
後接すると全体として継続的事態の終「をあらわすが、明示的な継続表現には、一般に「ぬ」は
後接しにくいようである(堀口1993等参照ル
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Ｓ基本形との関わり
既に知られているように、一般的に平安時代語(の和文資料)においては、アスペクトシステ
ム｣壬、述部基本形のカバーするillij閉が広く、継続ｷ[|の・定の(現代iWiより広い範IWiの)部分を雅
本形であらわせる。この.点、「－わたる」に|１０する部分でも同じ状況のようである。例えば(既
に見たように）、タイプ③の「－わたる」は反復的な継続をあらわす用例が多く、その結果、
｢年ごろ」「月ごろ」「日ごろ」「つねに」などの要素と共起することも多いが、だからといって、
これらの表現があり、反復的な継続をあらわしていても、常に「－わたる」等有標の形で現れる
とは限らず、それが基本形で現れる場合も存在する。
(１２）「・・・ものはかなげにものしたまひし人の御心を頼もしき人にて、年ごろならひはく
りけること」と開こゆ。［はかなげでいらしたあのお方の気持ちを、軌みのお方として長年おそ
ばで過ごしてまいりました」と(右近は)申し１２げる｡]｢夕顔｣
ただ、当然ながらどのような場合でも基本形でカバーできたわけでもなさそうで、それぞれの
動詞のアスベクチユアリテイ、１１]現位置（１２節か従節か、従節の111でもどのようなタイプの従節
か)等に影響を受けていた可能性が高い。現代語の力の状況も含めて、詳細については別稿を期
したい。
４おわりに
本稿では源氏物諦の「一わたる」についてタイプ分けし、主として、継続表現の一種と見られ
るタイプ:③のアスベクチュアリテイについて検討した。タイプ③「－わたる」の前項動詞が発
話・`L､理・思考に関する動詞に、極端に偏っていることもあり、問題がアスベクトの体系全体に
及ぶ場合も多く、特にＬ５，２のIiM辺に、jlYiみ残した問題が多い。対･象とする資料の幅を広げる
とともに、分析の体系性、厳密さを増し、今後解決していきたい。
注
注１：本稿が扱う「わたる」を、動詞連１１j形につく補助動詞（あるいは複合動詞後項）という意
１床で、「－わたる」と表記する。また、混乱を来さない範朋で、動詞述川形に「わたる」がつい
た全体に対しても、「－わたる」の表記をあてる。「一わたる」の表iiUがどちらを指すのか分か
りにくい時には、補助動詞「わたる」だけを特定的に指す場合に「－」を外した「わたる」の表
記を用いることがある。
注２：当該の「－わたる」を含む文節と、それに対応する現代語訳の部分を、下線で－示す【＞
また、現代語訳を［］で示す(訳は主として小学館刊「日本古典文学全集源氏物語１－６」
によるが、一部を本稿筆者の判断で変えてある)。テキストに関しては、原則、１１f表紙本を主た
る底本にした｣司記『日本壜古典文学全集源氏物語」によったが、異文処理に問題がある場合には
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他本も参照する。
注３：「悩む」に「わたる」のついた111例の一つを、参考に示す。
(１３）五月などは、まして、Ili1i々しからぬ空のけしきにえさはやぎたまはれど、ありしよりは
すこしよろしきざまなり。きれど、なほ絶えず悩みわたりたま～物の怪の罪救ふくきわざ、ｌ］
ごとに法華経一部づつ供整せさせたまふ。［五月などはなおさら、｜晴れ晴れしない空模様なので、
さわやかなご気分におなりになれないけれども、以前よりは少しおよるしいご様子である。しか
し、やはI)絶えずお苦しみが続いていらっしゃる．物の，怪のり11陣を救うための仏事として、fijElJ
法華経一部づつを読調して供養をおさせになる｡］「若菜下」
｢悩む」が(｢病気になる」と頑訳できるような)変化動詞ではないということは、源氏物語の中
だけの調盃であるが、「悩む」に助動詞「ぬ」のつく例が見あたらないことが、傍証のひとつと
なる｡平安時代語のある動詞が変化動詞であるか否かを一般的に厳密にテストするのは難しいが、
｢ぬ」がつきにくいというのは一つの指標になると思われる。
注４：このような「－わたる」と「－つづく」の違いが、全ての前項動詞の場合に生じるかどう
かははっきりしない。例えば、「恩ふ」等、Ｉiii項動詞が思考jmilj詞の場合、少なくとも上記のよう
な違いが、－．目で明らかな形では現れない。「－わたる」と「－つづく」の共通点・相違点の詳
細については、別稿で論じる予定である。
注５：この箇所には異文のｌｌＩ１腿もある。源氏物語大成の範鮒で異文調在すると、「嘆きわたりた
まへるに」の部分は、青表紙本(大島本、横111本、池田本、肖柏本、三条西家本)は「なけきわ
たり総へるに」であるが、河内本(御物本、七選源氏、高松宮本、平瀬本、臥来寺本、尾州家本、
大島本)では「なけきわたI)給つるに」とある。別本では、図冬本、麦生本、阿里莫本は「なけ
きわたり総へるに」であるが、｜湯明家本が「なけきわたり給に｣、保坂本が「なけきわたりたま
ひつるに」となっている。このようにこの樹所には異文の111]題があるが、ただし、「なけきわた
り給へるに(嘆きわた})たまへるに)」の本文が、明確に誤I)だということもできない異文状況
であると思われる。
注６：例えば、以下のような例である。
(14）春のしるしも見えず、凍りわたれ乙水の音せぬざへ心細くて、・・・［春のきざしも見
えず、塊I〕つめた谷川の水の(流れる）音がしないのまで心細くて・・・］「手習」
ただし、このような環境で、結果継続の慾１床をあらわす場合は必､ず「り・たり」がつくかという
と、（15)のように、そうでない場合もあるようである。
(15）ゆゑある庭の木立のいたく霞こめたるに、色々細ときわたる花の木ども、わづかなる萌
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源氏物露における｢－わたる｣のアスベクチュアリティ
木の雌に、・・・［風悩のある庭の木jlfの、値が淡く立ちこめている所に、色とりどりにほこる￣
 
んでいるｲﾋﾟの木々や、わずかに芽1次いている木の蔭に、・・・］「雑:集.上」
参弩文献
伊藤慨i1fl962
金水敏1995
｢源氏物語に兄えるツ、ヌの用例（上)」「武庫川女子大学紀要」】Ｏ
｢いわゆる「進行態」について」「薬liB裕博士古柿ild念侭l雑歌鐘集」汲i1ii1l：
|虎
ri1i代、水iilfjiDilidのテンス・アスベクトーiliuE物Illiの分析一」ひつじ:ilf〃
「メノマエ性と視点（１）－移動鋤iliilの～クリ●リ形と、～シ形、～ヌ形の
ちがい－」１.築島裕側ｊ=1:IIT稀記念lR1iim学誌采ｊ汲01J瞥院
｢発生と完ｒ＿「ぬ」と「つ」－」「|測譜国文」２６８
｢タリ．リとHIllilillのアスベクチュアリテイー」「II1lWi学」１９１
｢助動詞「～ぬ」「～つ」弁」「山辺巡」３７
｢＜メノマエ性＞をめぐって」「国文学解釈と鑑ｆＵ５８－７
｢上代語助miiliilの史的研究」明治懇:院
鈴木癖1992
鈴木猴1995
中西宇一
福沢将樹
堀、和吉
松本泰丈
吉'１１金彦
1957 
1997 
1993 
1983 
1973 
＊この小者は、韮打が筑波大学人学院地域lUf究科、文芸・言語lUr先ｆ:}に在籍瓜１０軌推したものに、
力||飛修j]』を力Ⅱえたものである。ご指導いただいた光１１月力、特に、初歩的な質I川にお答え下ぎっ
た森野宗明先生に悠謝申し｣Zげる。
２５１ 
Hosei University Repository
